




















































































記す使行録が多いが、金顕門『東槎録』（1711 年６月 21 日）、申維翰『海





















６月 21 日）、「大海之神」（趙珩『扶桑日記』1655 年５月 26 日、南龍翼『扶
























































霖『重編使琉球録』（使事紀・1561 年 5 月 27/28 日）、蕭崇業・謝杰『使
琉球録』（巻上・使事紀・1579 年５月 15 日）、夏子陽『使琉球録』（巻上・















そして、これ以後の汪楫『使琉球雑録』（巻５・神異・1683 年６月 19 日）、
徐葆光『中山伝信録』（巻１・前海行日記・1719 年５月 20 日 / 後海行日記・
1720 年２月 30 日）、周煌『琉球国志略』（巻５・針路付・1756 年６月６日 / 

























































































































前海行日記および後海行日記には、「（1719 年５月 20 日）至怡山院、諭祭





























































































































































『朝鮮王朝実録』の粛宗実録・巻 27・20（1694）年 11 月庚午や巻 49・同 36
（1710）年 10 月甲子などにもみえる。なお、『朝鮮王朝実録』高宗・






















































































































































1808 年の斉鯤・費錫章『続琉球国志略』巻３・針路では、「（閏５月 13 日）
























































































































































































































































   
和四壬寅天二月吉日
　寳































































































































７）	辛基秀・仲尾宏責任編集 - の第６巻：p. ８および第７巻：
pp./- 参照。なお、近代の永嘉台については、その写真がさまざまに
残されている。たとえば、金義煥 ：p. には、0 年の永嘉台の写真
が収載されており、その当時すでにその麓を鉄道線路が走っている。
８）	金世濂『海槎録』 年９月  日、著者未詳『癸未東槎日記』 年
	 近世東アジア海域における航海信仰の諸相	 
３月  日、趙珩『扶桑日記』 年５月  日、金指南『東槎日録』
年６月３日、任守幹・李邦彦『東槎録・内題「東槎日記」』 年６月  日、
金顕門『東槎録』 年６月  日、洪致中『東槎録』 年６月６日、金
潝（軍官）『扶桑録』 年６月６日、洪景海『随槎日録』 年１月９日、
趙曮『海槎日記』 年９月８日、成大中『日本録』 年９月８日、柳














）	朝鮮王朝における礼制の整備に関しては、李範稷 、桑野栄治  な
ど参照。
）	『高麗史』巻 ・礼志５・言礼小祀・雑祀・顕宗  年５月、巻 ・地理
志３・東界・翼嶺県など。
）	『朝鮮王朝実録』の太宗実録・巻６・３年８月丁卯、同・巻 ・ 年４月
辛卯、同・巻 ・ 年２月辛未、世宗実録・巻 ・ 年８月甲戌、同・巻
・0 年  月己巳、同・地理志・全羅道・羅州牧、同志・黄海道・豊川郡、
同志・江原道・江陵大都護府・襄陽都護府、世祖実録・巻３・２年３月丁酉、同・
巻６・３年・１月庚辰、同・巻 ・0 年１月戊辰、同・巻 ・ 年閏３月
辛巳、成宗実録・巻 ・４年８月癸酉、正祖実録・巻 ・ 年４月己丑、同・









































６月  日、徐葆光『中山伝信録』巻１・前海行日記・ 年５月  日、
	 近世東アジア海域における航海信仰の諸相	 

























































奇観』 年６月（免潮牌）、張学礼『使琉球記』 年６月  日（免潮牌）、












いれなかった、という事例（趙曮『海槎日記』 年  月  日、金仁謙『日
	 近世東アジア海域における航海信仰の諸相	 













0）	加藤貴校訂 0 所収。 年 0 月、陸奥国土佐郡青森大町の久保屋儀兵
衛所有の徳永丸が函館沖で嵐に巻き込まれ、翌  年１月、フィリピンに
漂着した。その後中国に送られ、 年  月、中国海商船で長崎に送還さ
れてきた。
）	たとえば、張学礼『使琉球記』（ 年６月  日）や徐葆光『海舶三集』（舶
後集）などにみえる、冊封使に随行する道士の姿は、そのことを如実に物語っ
ていよう。











































































































































































（宣祖 0、慶長 ） 呂祐吉・慶暹・丁好寛 慶暹『海槎録』
 年
（光海君 、元和 ） 呉允謙・朴
榟・李景稷 呉 允 謙『 東 槎 上 日 録 』・	朴榟『東槎日記』
 年
（仁祖 、寛永元） 鄭岦・姜弘重・辛啓栄 姜弘重『東槎録』
 年
（仁祖 、寛永 ） 任絖・金世濂・黄
任 絖『 丙 子 日 本 日 記 』・	
金 世 濂『海 槎 録』・ 黄 	
『東槎録』
 年














































年次（来琉年次） 正使・副使 本稿参照の使行録 本稿参照の詩文集
 年












































































































Some Aspects of Navigational Faith in the Early Modern East Asian 
Maritime Region: 
Focusing on the Rituals of Sea-gods Performed by the Korean Envoys to 
Japan and the Chinese Envoys to the Ryukyu Kingdom
Shinji	YAMAUCHI
In	 recent	 years,	 the	 historical	 research	 of	maritime	 region	 is	
progressing	 splendidly.	However,	 on	 the	 other	hand,	many	unsolved	
problems	 on	 this	 research	 field	 are	 left	 behind.	 The	 problem	 of	
“navigational	 faith”	discussed	 in	 this	paper	 is	also	one	of	 such	 the	 left-
behind	important	themes.
The	history	of	maritime	region	 is	not	consisted	without	the	voyage	by	





Then,	 in	 the	historical	research	of	maritime	region,	 the	problem	of	
the	faith	for	their	safety	voyage	should	be	set	within	the	range	of	research	
as	a	problem	of	 the	mentality	of	 the	navigators	actually	carrying	goods,	
people	 and	 information.	And	 a	 possibility	 that	 a	 new	 connection	 of	
maritime	history	is	visible	from	the	research	is	high.
So,	as	a	part	of	such	navigational	faith	research,	this	paper	considered	
the	rituals	of	sea-gods	performed	by	the	Korean	envoys	to	Japan	and	the	
Chinese	envoys	to	the	Ryukyu	Kingdom	from	the	th	to	the	th	centuries.	
And	as	a	result,	the	author	pointed	out	the	importance	of	the	rituals	of	sea-
gods	from	the	China	origin	in	the	elements	of	navigational	faith	of	the	early	
modern	East	Asian	maritime	region,	and	suggested	that	those	rituals	were	
formed	in	the	competition	between	imperial	rituals	and	local	ones.
キーワード:		朝鮮通信使，冊封琉球使，航海信仰，海神祭祀，東アジア海域
